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資
料
紹
介

新
収
「
谷
井
済
一
関
係
資
料
」
の
概
要
と
そ
の
紹
介植

田 

喜
兵
成
智
・
鈴
木 

舞

〈
解
題
〉

谷
井
済
一
は
、
朝
鮮
総
督
府
に
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
朝
鮮
古
蹟
調
査
事
業
な
ど
で
活
躍
し
た
考

古
学
者
で
あ
る
。
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
で
は
、
谷
井
が
残
し
た
と
み
ら
れ
る
出
版
物
の
自
筆
の
草
稿
類
な
ど
の
文
書
を
新

た
に
収
蔵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
新
収
資
料
を
「
谷
井
済
一
関
係
資
料
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
し
、
資
料
の
概
要
と

そ
の
紹
介
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
谷
井
済
一
本
人
に
つ
い
て

ま
ず
谷
井
済
一
の
経
歴
に
つ
い
て
略
述
し
た
い

（
１
）

。
谷
井
は
、明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）、和
歌
山
県
和
歌
山
市
関
戸
に
生
ま
れ
る
。

谷
井
家
は
、和
歌
山
市
関
戸
の
い
わ
ゆ
る
旧
家
で
あ
り
、江
戸
時
代
に
は
油
商
を
営
む
商
家
で
あ
っ
た
と
い
う
。父
の
勘
蔵（
一
八
五
三

～
一
九
三
〇
）
は
、
和
歌
山
県
農
工
銀
行
頭
取
、
海
草
郡
会
議
員
、
貴
族
院
多
額
納
税
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た
。
な
お
谷
井
済
一
本
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人
の
名
前
の
読
み
方
は
、
履
歴
書
に
よ
る
と
「
ヤ
ツ
イ 

セ
イ
イ
ツ
」
と
あ
る
。

（
２
）

長
じ
て
後
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
に
お
い
て
国
史
を
専
攻
し
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
卒
業
す
る
。
卒
業
後
、

日
本
古
代
史
の
研
究
を
志
し
て
、
京
都
帝
国
大
学
大
学
院
に
入
学
し
た
が
、
考
古
学
に
関
心
が
移
っ
た
た
め
、
京
都
帝
大
を
中
退
し

て
拠
点
を
東
京
に
戻
し
た
。
東
京
転
居
後
、
し
ば
ら
く
は
東
京
帝
室
博
物
館
収
蔵
の
出
土
遺
物
調
査
に
従
事
し
た
。

谷
井
の
興
味
関
心
が
考
古
学
に
移
っ
た
き
っ
か
け
は
喜
田
貞
吉
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
京
都
帝
国
大
学
の
講
師
で
あ
っ

た
喜
田
の
大
和
畝
傍
飛
鳥
地
方
に
お
け
る
遺
跡
踏
査
に
し
た
が
っ
た
結
果
、
考
古
学
の
研
究
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
３
）

次
な
る
転
機
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
古
蹟
調
査
事
業
へ
の
参
加
で
あ
る
。
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）、
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学

建
築
学
科
助
教
授
で
あ
っ
た
関
野
貞
は
、
韓
国
度
支
部
よ
り
古
建
築
物
の
調
査
を
嘱
託
さ
れ
た
。

（
４
）

調
査
に
お
い
て
関
野
は
、
古
建
築

の
み
な
ら
ず
、
幅
広
く
遺
跡
・
工
芸
品
な
ど
の
保
存
の
必
要
性
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
調
査
助
手
に
な
っ
た
の

が
谷
井
と
同
大
建
築
学
科
卒
の
栗
山
俊
一
で
あ
っ
た
。
谷
井
は
、
歴
史
学
・
考
古
学
の
知
識
を
備
え
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
写
真

の
腕
前
を
高
く
評
価
さ
れ
採
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
５
）

同
年
九
月
、
谷
井
は
朝
鮮
総
督
府
の
古
蹟
調
査
嘱
託
と
し
て
、
朝
鮮
に
渡
り
、
関
野
と
と
も
に
朝
鮮
半
島
各
地
の
遺
跡
・
遺
物
を

調
査
す
る
。
初
年
度
は
、
京
城
よ
り
は
じ
め
、
開
城
、
平
壌
さ
ら
に
は
慶
州
、
金
海
ま
で
訪
ね
て
い
る
。
特
に
谷
井
は
、
金
海
貝
塚

の
発
掘
を
行
う
。
そ
の
後
も
連
年
、
関
野
と
と
も
に
朝
鮮
を
め
ぐ
り
各
地
を
踏
査
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
楽
浪
土
城
や
鳳
山
の
唐

土
城
、
張
撫
夷
墓
な
ど
の
重
要
な
調
査
に
も
関
わ
っ
た
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
事
務
嘱
託
に
任
じ
ら
れ
、
京
城
（
現
・
ソ
ウ
ル
特
別
市
）
に
移
住
す
る
。
同
年

に
古
蹟
調
査
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
「
五
箇
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
組
織
的
な
踏
査
・
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
初
、
谷
井
は
嘱
託
と
し
て
古
蹟
調
査
委
員
と
な
っ
た
関
野
た
ち
を
補
佐
す
る
立
場
で
あ
っ
た
が
、
翌
大
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正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
は
自
身
も
古
蹟
調
査
委
員
に
任
じ
ら
れ
た
。
大
正
五
・
六
年
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
総
督
府
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
『
大
正
五
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』、『
大
正
六
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
大
正
五
年
度
の
も
の
に
は

「
平
安
南
道
江
東
郡
晩
達
面
古
墳
調
査
報
告
書
」、
大
正
六
年
度
の
も
の
に
は
「
黄
海
道
鳳
山
郡
・
平
安
南
道
順
川
郡
及
平
安
北
道
雲

山
郡
古
蹟
調
査
略
報
告
」
お
よ
び
「
京
畿
道
広
州
・
高
陽
・
楊
州
・
忠
清
南
道
天
安
・
公
州
・
扶
余
・
青
陽
・
論
山
・
全
羅
北
道
益

山
及
全
羅
南
道
羅
州
十
郡
古
蹟
調
査
略
報
告
」
が
谷
井
名
義
で
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
谷
井
が
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）、
父
・
勘
蔵
の
病
に
よ
っ
て
博
物
館
嘱
託
を
辞
し
て
和
歌
山
に
帰
郷
し
た
。
帰
郷
後
は
、
和
歌
山
県
・

市
の
文
化
財
審
議
会
院
長
や
和
歌
山
女
子
専
門
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

（
６
）

こ
の
よ
う
に
古
蹟
調
査
に
深
く
関
与
し
た
谷
井
は
、
そ
の
報
告
書
で
あ
る
『
古
蹟
調
査
報
告
』、『
古
蹟
調
査
特
別
報
告
』
の
刊
行

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
の
編
纂
に
も
関
わ
っ
た
。『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
は
、
朝
鮮
半
島
各
地
の
遺
跡
・
遺
物
を
時

代
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、一
九
一
五
年
三
月
～
一
九
三
六
年
六
月
に
か
け
て
計
一
五
冊
が
朝
鮮
総
督
府
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
関
野
の
方
針
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
こ
の
業
績
に
よ
っ
て
関
野
は
一
九
一
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
の
ス
タ
ニ
ス

ラ
ス
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
賞
を
与
え
ら
れ
た
。

谷
井
が
日
本
に
帰
郷
し
た
た
め
、
代
わ
っ
て
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
に
赴
任
し
た
藤
田
亮
策
は
、『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
に
つ
い
て
以

下
の
よ
う
に
述
懐
す
る
。

こ
こ
に
特
筆
す
べ
き
は
「
朝
鮮
古
蹟
図
譜
」
は
十
五
冊
の
前
半
七
冊
ま
で
が
、
谷
井
氏
の
編
輯
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、

関
野
貞
先
生
の
計
画
と
厳
重
の
校
閲
と
で
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
良
く
先
生
の
意
を
帯
し
て
尨
大
の
原
稿
作
製
を
し
た
の
は
谷

井
氏
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
第
一
冊
乃
至
第
五
冊
は
明
治
四
十
二
年
か
ら
大
正
三
年
に
至
る
調
査
資
料
の
大
集
成
と
言
っ
て
よ
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い
。
関
野
先
生
が
こ
の
書
の
為
め
に
巴
里
の
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
賞
状
を
貰
つ
た
の
に
対
し
て
、
谷
井
氏
の
功
績
も
考
う
べ
き
で

あ
る
。

（
７
）

と
ま
で
述
べ
、
谷
井
の
功
績
を
た
た
え
て
い
る
。

・
本
資
料
の
入
手
の
経
緯
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て

さ
て
ひ
る
が
え
っ
て
今
般
寄
贈
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
現
在
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
資
料
は
、
令

和
元
年
度
昭
和
会
館
研
究
助
成
採
択
課
題
「
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
学
術
と
そ
の
再
評
価
―
友
邦
文
庫
所
蔵
の
京
城
帝
国
大
学
・

朝
鮮
総
督
府
博
物
館
関
係
資
料
を
中
心
に
―
」
の
調
査
過
程
で
入
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
点
数
は
文
書
六
九
点
で
あ
る
。
決
し
て

分
量
は
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
谷
井
済
一
の
直
筆
の
原
稿
と
い
う
こ
と
で
、
朝
鮮
総
督
府
の
行
っ
た
発
掘
調
査
、
ひ
い
て
は
そ
の

博
物
館
事
業
に
関
連
す
る
貴
重
な
資
料
と
判
断
し
、
資
料
を
所
蔵
し
て
い
た
林
裕
己
氏
よ
り
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
。

谷
井
済
一
関
係
資
料
は
、
朝
鮮
総
督
府
用
箋
、
原
稿
用
紙
に
手
書
き
で
記
さ
れ
た
文
書
で
あ
り
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
そ
の

内
容
が
谷
井
執
筆
の
出
版
物
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
谷
井
本
人
が
自
筆
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
、
各
文
書
の
分

析
作
業
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
文
書
類
を
内
容
に
基
づ
い
て
分
類
す
る
と
、
次
の
五
つ
の
と
お
り
と
な
る
。
な
お
、
本
稿
中
で
記
す

資
料
番
号
に
つ
い
て
は
、
寄
贈
さ
れ
た
際
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
た
六
束
を
、
仮
に
「
一
」
～
「
六
」
と
番
号
づ

け
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
と
は
必
ず
し
も
関
係
は
し
な
い
。
番
号
づ
け
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
「
凡
例
」
を
参
照
い
た

だ
き
た
い
。
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一　

調
査
報
告
書
の
刊
行
に
関
わ
る
も
の

　

二　

調
査
予
定
・
行
程
表

　

三　

刊
行
・
調
査
以
外
の
業
務
に
関
わ
る
も
の

　

四　

個
人
資
料

　

五　

詳
細
不
明

 

※
各
文
書
の
リ
ス
ト
は
後
掲
【
谷
井
済
一
関
係
資
料
リ
ス
ト
】
を
参
照
。

第
一
グ
ル
ー
プ
は
「
調
査
報
告
書
の
刊
行
に
関
わ
る
も
の
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
①
刊
行
業
務
全
体
に
関
わ
る
も
の
、
②
特
定

の
刊
行
物
に
関
わ
る
も
の
及
び
そ
の
草
稿
に
分
類
し
た
。
さ
ら
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
刊
行
物
名
の
判
明
し
た
も
の
と
、

未
詳
の
も
の
と
に
細
分
類
し
た
。
ま
た
、
刊
行
物
名
が
判
明
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、「
内
容
１
」
に
刊
行
物
名
、「
内
容
２
」
に

そ
の
具
体
的
な
箇
所
を
記
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
大
正
五
年
前
後
の
『
古
蹟
調
査
報
告
』
に
関
す
る
草
稿
、『
古
蹟
調
査
特
別
報
告
』

に
関
す
る
出
版
計
画
書
や
同
書
の
草
稿
と
推
定
さ
れ
る
文
書
、
そ
し
て
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
に
関
連
す
る
文
書
が
あ
る
。
特
に
仮
四

―
二
一
・
二
二
／
四
―
一
九
・
二
〇
／
四
―
五
・
六
の
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
に
関
連
す
る
文
書
に
は
、
出
版
年
度
割
や
執
筆
・
出
版
に

際
し
て
の
「
事
務
割
表
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
谷
井
が
編
集
作
業
の
重
要
な
部
分
に
ま
で
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

前
掲
し
た
藤
田
亮
策
の
述
懐
を
裏
付
け
る
。

第
二
グ
ル
ー
プ
「
調
査
予
定
・
行
程
表
」
は
、
大
正
六
年
度
か
ら
大
正
一
〇
年
度
に
か
け
て
の
古
蹟
調
査
に
関
す
る
現
地
の
調
査

分
担
表
や
日
程
表
、
後
日
の
計
画
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
七
年
度
後
期
ま
で
の
も
の
は
実
行
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
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そ
の
報
告
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
、
大
正
六
年
度
・
七
年
度
の
調
査
地
は
、
報
告
さ
れ
て
い
る
調
査
地
域
と
ほ
ぼ
一
致
す

る
。

（
８
）

ま
た
、
仮
五
―
七
～
一
〇
の
大
正
八
年
度
前
期
の
現
地
調
査
行
程
表
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
行
程
が
付
さ
れ
、
間
近
の
調
査
に

対
す
る
計
画
書
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
大
正
八
年
度
後
期
～
大
正
一
〇
年
度
前
期
に
つ
い
て
は
「
調
査
予
想
地
方
」
で

あ
り
、
記
さ
れ
て
い
る
計
画
も
大
枠
の
み
で
あ
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
の
仮
四
―
五
〇
に
「
大
正
八
年
二
月
十
八
日
」
の
日
付
も
見
ら

れ
る
点
も
看
過
で
き
な
い
。
以
上
の
点
は
、
本
資
料
の
作
成
年
代
の
下
限
を
推
定
す
る
う
え
で
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
は
、
三
・
一
独
立
運
動
が
発
生
し
た
た
め
、
充
分
に
調
査
が
行
わ
れ
ず
、
そ
れ
以
降
の
調
査
も

当
初
の
計
画
の
と
お
り
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。

（
９
）

と
す
れ
ば
、大
正
八
年
度
の
前
期
調
査
を
実
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
直
前
に
な
っ
て
三
・
一
独
立
運
動
が
お
こ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画
は
中
止
と
な
り
、
そ
の
後
の
計
画
も
大
幅
に
変
更
さ
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
正
六
年
度
・
七
年
度
の
も
の
は
実
施
さ
れ
た
調
査
の
情
報
と
一
致
し
、
そ
れ
以
降
の
年

次
の
も
の
は
大
正
八
年
以
前
に
計
画
さ
れ
た
行
程
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
資
料
群
は
、
い
わ
ば
「
幻
」
の
古
蹟
調
査
に
関
す

る
計
画
で
あ
る
と
い
え
る
。

な
お
、
年
次
の
記
さ
れ
て
い
な
い
仮
四
―
一
五
～
一
六
の
調
査
日
程
は
、
日
付
と
行
程
か
ら
大
正
五
年
度
の
調
査
時
の
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
仮
四
―
九
～
一
〇
の
調
査
日
程
は
、
時
期
の
断
定
は
で
き
な
い
が
、
大
正
六
年
度
に
調
査
さ
れ
た
高
陽
や
楊
州
地
域
で

の
行
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。

）
（1
（

第
三
グ
ル
ー
プ
「
刊
行
、
調
査
以
外
の
業
務
に
関
わ
る
も
の
」
は
、
記
載
内
容
は
判
明
し
た
が
、
調
査
・
出
版
以
外
の
業
務
に
関

す
る
と
推
測
さ
れ
る
文
書
で
、
１
と
２
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
な
い
も
の
を
こ
こ
に
ま
と
め
た
。
経
緯
不
明
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
博
物
館
（
美
術
館
）
に
送
付
す
る
調
査
報
告
書
の
草
稿
、
室
内
見
取
り
図
、
発
掘
調
査
費
用
の
計
算
書
な
ど
が
こ

れ
に
含
ま
れ
る
。



75　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

第
四
グ
ル
ー
プ
「
個
人
資
料
」
は
、
谷
井
個
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
関
す
る
記
録
で
あ
り
、
谷
井
本
人
の
手
許
控
え
と
み
ら
れ
る

資
料
で
あ
る
。
作
業
リ
ス
ト
と
個
人
の
時
間
割
表
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
、
谷
井
の
多
忙
さ
が
わ
か
る
。

第
五
ク
ル
ー
プ
「
詳
細
不
明
」
は
、現
段
階
の
調
査
で
は
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
文
書
で
あ
る
。
一
部
は
遺
跡
の
ス
ケ
ッ

チ
と
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
古
蹟
調
査
と
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
暫
定
的
に
こ
の
よ
う
な
分

類
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
谷
井
済
一
関
係
資
料
を
整
理
し
て
み
る
と
、
そ
の
多
く
は
朝
鮮
古
蹟
調
査
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

関
野
貞
と
と
も
に
調
査
に
従
事
し
た
谷
井
の
資
料
は
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
も
詳
細
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
き

た
い
。

・
他
の
谷
井
資
料
と
の
関
係
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
谷
井
済
一
関
連
の
資
料
は
、和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
資
料
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。そ
ち
ら
の
資
料
群
は
、「
谷

井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
二
〇
一
三
年
に
谷
井
伸
光
氏
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
谷
井
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
た
民
俗

文
化
財
、
谷
井
勘
蔵
、
谷
井
済
一
関
連
の
所
持
品
、
書
籍
、
書
簡
、
写
真
等
、
約
五
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
と
い
う
。
同
時
期
に
寄
贈
さ

れ
た
古
文
書
類
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
立
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
谷
井
済
一
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
朝
鮮
半
島
な

ど
で
撮
影
さ
れ
た
遺
物
や
遺
跡
の
写
真
群
が
あ
る
と
さ
れ
、そ
の
概
要
が
一
部
報
告
さ
れ
た
。

）
（（
（

た
と
え
ば
、明
治
四
二
年（
一
九
〇
九
）

の
日
付
の
あ
る
平
壌
の
石
巌
洞
古
墳
か
ら
出
土
し
た
副
葬
品
の
写
真
（
谷
井
写
真
１
２
２
））

（1
（

や
、
張
撫
夷
墓
の
写
真
（
谷
井
写
真

２
５
８
～
２
５
９
、２
６
２
～
２
６
５
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

）
（1
（

こ
れ
ら
は
と
も
に
谷
井
が
発
掘
に
携
わ
っ
た
遺
跡
の
写
真
で
あ
り
、

当
時
の
現
場
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
今
後
、
資
料
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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ま
た
谷
井
済
一
に
関
連
す
る
資
料
は
、
海
を
渡
っ
て
韓
国
の
嶺
南
大
学
校
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
韓
国

の
大
手
新
聞
の
一
つ
で
あ
る
『
한ハ

ン

겨ギ
ョ

레レ

』
紙
上
で
報
告
さ
れ
た
連
載
記
事
が
あ
り
、

）
（1
（

資
料
の
一
部
は
「
日
帝
強
占
期
朝
鮮
古
蹟
調
査

研
究
資
料
」
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

）
（1
（

記
事
に
よ
る
と
、
当
該
の
資
料
は
、
鄭
仁
盛
嶺
南
大
学
校
教
授
が
日
本
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、「
谷
井
備
忘
録
」
と
呼
称
さ
れ
、

メ
モ
や
写
真
リ
ス
ト
な
ど
約
一
万
点
に
及
ぶ
と
い
う
。
資
料
の
内
訳
は
、
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

学
生
時
代
の
レ
ポ
ー
ト
、「
鶏
林
紀
行
」
と
称
さ
れ
る
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
古
蹟
調
査
に
関
す
る
日
誌
、履
歴
書
、給
与
書
類
、

調
査
経
費
の
領
収
書
や
、
そ
の
ほ
か
張
撫
夷
墓
の
実
測
図
面
、
同
墓
出
土
の
銘
文
塼
の
拓
本
な
ど
発
掘
調
査
の
記
録
類
が
あ
る
と
さ

れ
る
。
こ
ち
ら
も
ま
た
膨
大
な
資
料
群
で
あ
り
、
早
期
の
報
告
書
の
刊
行
が
待
た
れ
る
。

以
上
、
和
歌
山
県
紀
伊
風
土
記
の
丘
資
料
館
お
よ
び
嶺
南
大
学
校
に
所
蔵
さ
れ
る
谷
井
済
一
関
連
の
資
料
に
つ
い
て
整
理
し
て
み

た
。「
谷
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、「
谷
井
備
忘
録
」
の
詳
細
は
不
明
な
点
が
あ
る
も
の
の
、
明
ら
か
に
本
資
料
「
谷
井
済
一
関
係
資
料
」

と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
各
資
料
を
比
較
検
討

す
る
な
ど
し
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
の
検
討
の
成
果
と
し
て
、
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
、
文
書
六
九
点
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
今
後
の
研
究
の
進
展
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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註（
1
） 
以
下
の
谷
井
済
一
お
よ
び
谷
井
家
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、

冨
加
見
泰
彦
・
藤
森
寛
志
「
谷
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残

る
古
写
真
群
」（『
紀
伊
風
土
記
の
丘
研
究
紀
要
』
三
、

二
〇
一
五
年
）、藤
森
寛
志
「
谷
井
済
一
の
履
歴
書
（
１
）」

（『
紀
伊
風
土
記
の
丘
研
究
紀
要
』四
、二
〇
一
六
年
）参
照
。

（
2
） 

藤
森
寛
志
「
谷
井
済
一
の
履
歴
書
（
１
）」（『
紀
伊
風
土

記
の
丘
研
究
紀
要
』
四
、二
〇
一
六
年
）。

（
3
） 

藤
森
寛
志
「
谷
井
済
一
の
履
歴
書
（
１
）」（『
紀
伊
風
土

記
の
丘
研
究
紀
要
』
四
、二
〇
一
六
年
）

（
4
） 

関
野
貞
の
古
蹟
調
査
の
日
程
や
踏
査
地
に
つ
い
て
は
、
次

の
論
考
を
参
照
し
た
。
早
乙
女
雅
博
「
関
野
貞
と
朝
鮮
考

古
学
」（
藤
井
恵
介
・
早
乙
女
雅
博
・
角
田
真
弓
・
西
秋

良
宏
編
『
関
野
貞
ア
ジ
ア
踏
査
』
東
京
大
学
総
合
研
究
博

物
館
、
二
〇
〇
五
年
）、
高
橋
潔
・
広
瀬
繁
明
・
山
本
雅

和
「
関
野
貞
の
朝
鮮
古
蹟
調
査
」（
同
書
）、
早
乙
女
雅
博

『
新
羅
考
古
学
研
究
』（
同
成
社
、
二
〇
一
〇
年
、
二
～

一
〇
七
頁
）。

（
5
） 

藤
田
亮
策
「
谷
井
済
一
評
議
員
の
逝
去
を
悼
む
」（『
考
古

学
雑
誌
』
四
四
―
三
、一
九
五
九
年
）、
梅
原
末
治
「
日
韓

併
合
の
期
間
に
行
わ
れ
た
半
島
の
古
蹟
調
査
と
保
存
事
業

に
た
ず
さ
わ
つ
た
一
考
古
学
徒
の
回
想
録
」（『
朝
鮮
学
報
』

五
一
、一
九
六
九
年
）。

（
6
） 

藤
田
亮
策
「
谷
井
済
一
評
議
員
の
逝
去
を
悼
む
」（『
考
古

学
雑
誌
』
四
四
―
三
、一
九
五
九
年
）。

（
7
） 

藤
田
亮
策
「
谷
井
済
一
評
議
員
の
逝
去
を
悼
む
」（『
考
古

学
雑
誌
』
四
四
―
三
、一
九
五
九
年
、
七
四
頁
）。

（
8
） 

谷
井
済
一
「
京
畿
道
広
州
・
高
陽
・
楊
州
・
忠
清
南
道
天

安
・
公
州
・
扶
餘
・
青
陽
・
論
山
・
全
羅
北
道
益
山
及
全

羅
南
道
羅
州
十
郡
古
蹟
調
査
略
報
告
」『
大
正
六
年
度
古

蹟
調
査
報
告
』
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
二
〇
年
、
五
九
五
～

六
六
八
頁
。著
者
不
明「
大
正
七
年
度
古
蹟
調
査
成
績
」『
朝

鮮
彙
報
』
大
正
八
年
八
月
号
、
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
一
九

年
、
一
二
四
～
一
二
九
頁
。

（
9
） 

早
乙
女
雅
博
『
新
羅
考
古
学
研
究
』
一
八
頁
。
な
お
、
大
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正
八
年
度
に
実
施
さ
れ
た
調
査
に
つ
い
て
は
、池
内
宏『
朝

鮮
総
督
府
大
正
八
年
度
古
跡
調
査
報
告 

第
一
冊 

咸
鏡
南

道
咸
興
郡
に
於
け
る
高
麗
時
代
の
古
城
址 

附
平
定
郡
の

長
城
』
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
二
二
年
参
照
。

（
10
） 『
大
正
六
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
朝
鮮
総
督
府
、

一
九
二
〇
年
、
一
四
頁
。

（
11
） 

和
歌
山
県
紀
伊
風
土
記
の
丘
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
谷

井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
冨
加
見
泰
彦
・
藤
森

寛
志
「
谷
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
る
古
写
真
群
」（『
紀
伊

風
土
記
の
丘
研
究
紀
要
』
二
、二
〇
一
三
年
）、
同
「
谷
井

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
る
古
写
真
群
（
朝
鮮
・
中
国
）」（『
紀

伊
風
土
記
の
丘
研
究
紀
要
』
三
、二
〇
一
五
年
）、
藤
森
寛

志
「
谷
井
済
一
の
履
歴
書
（
１
）」（『
紀
伊
風
土
記
の
丘

研
究
紀
要
』
四
、二
〇
一
六
年
）、
冨
加
見
泰
彦
・
藤
森
寛

志
「
谷
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
る
古
写
真
群
」（『
紀
伊
風

土
記
の
丘
研
究
紀
要
』
五
、二
〇
一
七
年
）、
冨
加
見
泰
彦

「
谷
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
る
古
写
真
群
（
朝
鮮
・
中
国
）」

（『
紀
伊
風
土
記
の
丘
研
究
紀
要
』
六
、二
〇
一
八
年
）、
藤

森
寛
志
「
谷
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
る
白
黒
ネ
ガ
フ
ィ
ル

ム
」（『
紀
伊
風
土
記
の
丘
研
究
紀
要
』
七
、二
〇
一
九
年
）

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
12
） 

冨
加
見
泰
彦
・
藤
森
寛
志
「
谷
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
る

古
写
真
群
（
朝
鮮
・
中
国
）」（『
紀
伊
風
土
記
の
丘
研
究

紀
要
』
三
、二
〇
一
五
年
）。

（
13
）  

冨
加
見
泰
彦
・
藤
森
寛
志
「
谷
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
る

古
写
真
群
（
朝
鮮
・
中
国
）」（『
紀
伊
風
土
記
の
丘
研
究
紀

要
』
五
、二
〇
一
七
年
）。

（
14
） 「
야
쓰
이 

비
망
록 

으
로 

본 

조
선 

발
굴
비
사
（『
谷
井

備
忘
録
』
に
み
る
朝
鮮
発
掘
秘
史
）」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
全
一
六
回
の
連
載
お
よ
び
連
載
終
了
後
の
鄭
仁
盛
氏
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
一
回
で
構
成
さ
れ
る
。
各
記
事
は
、

二
〇
一
六
年
二
月
二
九
日
か
ら
同
年
九
月
一
九
日
に
か
け

て
連
載
さ
れ
、
鄭
仁
盛
氏
と
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
記
者
の
ノ

ヒ
ョ
ン
ソ
ク
氏
が
著
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
以
下
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
お
い
て
連
載
記
事
全
文
を
読
む
こ
と
が
で
き

る
。http://w

w
w

.hani.co.kr/arti/S
E

R
IE

S
/769/
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title1.htm
l

（
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
四
日
閲
覧
）

（
15
） 
鄭
仁
盛
「
고
적
조
사
위
원 

야
쓰
이
세
이
이
쓰
와 

『
야
쓰

이 
자
료
』（
古
蹟
調
査
委
員
谷
井
済
一
と
『
谷
井
資
料
』）」

『
１
９
０
９
년 

「
朝
鮮
古
蹟
調
査
」
의 

기
억
―
『
韓
紅
葉
』

과 

谷
井
済
一
의 

조
사
기
록
』
国
立
文
化
財
研
究
所
考
古

研
究
室
、
二
〇
一
六
年
。

〈
付
記
〉

本
稿
は
、
令
和
元
年
度
昭
和
会
館
研
究
助
成
採
択
課
題
「
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
学
術
と
そ
の
再
評
価
―
友
邦
文
庫
所
蔵
の
京
城

帝
国
大
学
・
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
関
係
資
料
を
中
心
に
―
」（
代
表
：
植
田
喜
兵
成
智
）、
令
和
二
年
度
昭
和
会
館
研
究
助
成
採
択
課

題
「
近
代
日
本
の
中
国
・
朝
鮮
調
査
と
学
術
研
究
―
東
洋
文
化
研
究
所
新
収
の
澤
口
文
庫
・
谷
井
済
一
関
連
資
料
を
中
心
に
―
」（
代

表
：
同
上
）
お
よ
び
二
〇
二
〇
年
度
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
の
朝
鮮

近
代
資
料
の
調
査
・
整
理
」
セ
ク
シ
ョ
ン
（
代
表
：
磯
崎
典
世
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
支
援
を
賜
っ
た
一
般
社
団
法
人
昭

和
会
館
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
な
ら
び
に
貴
重
な
資
料
を
寄
贈
し
て
く
だ
っ
た
林
裕
己
氏
に
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
本

稿
で
取
り
上
げ
た
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
谷
井
済
一
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
写
真
版
及
び
翻
刻
（
稿
）
を
、
本
稿
に
先
ん
じ
て
、

植
田
・
鈴
木
編
『
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
新
収
谷
井
済
一
関
係
文
書
（
仮
）
翻
刻
稿
』（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

二
〇
二
〇
年
六
月
、
非
売
品
）
と
し
て
発
行
済
で
あ
る
。
併
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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附
録　

谷
井
済
一
関
係
資
料　

写
真
版

《
凡
例
》

【
資
料
番
号
に
つ
い
て
】

　
　

仮
一　
　

―　
　
　

一　
　
　
　
（
一
枚
目
・
表
）

仮
資
料
番
号　
　
　

ペ
ー
ジ
番
号　
　

原
稿
用
紙
の
枚
数
・
用
紙
の
表
裏

〇 

仮
資
料
番
号
：
東
洋
文
化
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
た
際
の
ま
と
ま
り
で
番
号
を
付
し
た
。
内
容
が
相
互
に
関
係
し
な
い
場
合
が

あ
る
。

〇
ペ
ー
ジ
番
号
：
仮
資
料
番
号
と
同
じ
く
、
寄
贈
さ
れ
た
状
態
の
ペ
ー
ジ
順
に
番
号
を
付
し
た
。
内
容
の
順
序
で
は
な
い
。

〇
原
稿
用
紙
の
枚
数
・
用
紙
の
表
裏
：
原
稿
用
紙
の
枚
数
を
示
す
。
ま
た
両
面
に
文
字
が
あ
る
も
の
は
表
裏
を
明
記
し
た
。

【
資
料
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
】

文
書
の
大
部
分
が
草
稿
類
で
あ
る
た
め
、
各
文
書
の
正
式
な
タ
イ
ト
ル
は
詳
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
内
容
を
分
析
し
た
結
果
、「
内

容
／
内
容
１
」
に
タ
イ
ト
ル
に
準
じ
る
資
料
の
性
格
を
示
す
文
言
を
入
れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
さ
ら
に
細
か
く
分
類
で
き
る
も
の
は

「
内
容
２
」
と
し
て
詳
細
を
付
し
た
。

【
原
稿
用
紙
の
寸
法
お
よ
び
種
類
に
つ
い
て
】

各
原
稿
用
紙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
サ
イ
ズ
及
び
罫
線
の
色
を
も
つ
。
そ
の
詳
細
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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〇
仮
一
―
一
～
一
八 

（
タ
テ
） 27.0cm

 

× 

（
ヨ
コ
） 19.5cm

　

／　

朱　

版
心
に
「
朝
鮮
総
督
府
」
と
あ
り

〇
仮
二
―
一
～
一
〇 

（
タ
テ
） 27.0cm

 

× 

（
ヨ
コ
） 19.5cm

　

／　

朱　

同
右

〇
仮
三
―
一
～
二 

（
タ
テ
） 27.0cm

 

× 

（
ヨ
コ
） 19.0cm

　

／　

朱　

同
右

　
　
　
　

三
～
六 

（
タ
テ
） 27.0cm

 

× 

（
ヨ
コ
） 19.5cm

　

／　

黄

〇
仮
四
―
一
～
二 

（
タ
テ
） 26.5cm

 

× 

（
ヨ
コ
） 19.0cm

　

／　

朱　

版
心
に
「
朝
鮮
総
督
府
」
と
あ
り

　
　
　
　

三
～
五
六 

（
タ
テ
） 27.0cm

 

× 

（
ヨ
コ
） 19.5cm

　

／　

朱　

同
右

〇
仮
五
―
一
～
二
四 
（
タ
テ
） 27.0cm

 

× 

（
ヨ
コ
） 19.5cm

　

／　

朱　

同
右

〇
仮
六
―
一
～
一
八 
（
タ
テ
） 24.0cm

 

× 

（
ヨ
コ
） 17.0cm

　

／　

朱　

同
右

　
こ
れ
ら
を
種
類
ご
と
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
四
種
と
な
る
。

〇
朝
鮮
総
督
府
用
箋
Ａ　

仮
一
―
一
～
一
八　
　

仮
二
―
一
～
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仮
四
―
一
～
五
六　
　

仮
五
―
一
～
二
四

〇
朝
鮮
総
督
府
用
箋
Ｂ　

仮
六
―
一
～
一
八

〇
朝
鮮
総
督
府
用
箋
Ｃ　

仮
三
―
一
～
二

〇
原
稿
用
紙　
　
　
　
　

仮
三
―
三
～
六

※ 

仮
四
―
一
～
二
は
、
仮
四
―
三
～
五
六
と
は
寸
法
が
わ
ず
か
に
異
な
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
質
の
原
稿
用
紙
で
あ
り
、
経
年
劣
化

に
よ
る
大
き
さ
の
変
化
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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谷
井
済
一
関
係
文
書
リ
ス
ト

一
、
調
査
報
告
書
の
刊
行
に
関
わ
る
も
の

①
刊
行
業
務
全
体
に
関
わ
る
も
の

仮
番
号

内
容

用
箋
の
種
類

仮
四
―
一
七

朝
鮮
総
督
府
か
ら
の
各
種
出
版
物
す
べ
て
を
含
め
た
「
事
務
割
表
」

（
※
仮
四
―
一
八
は
仮
四
―
一
七
の
裏
面
で
、
詳
細
不
明
の
文
字
が
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し

て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
一
八

② 

特
定
の
刊
行
物
に
関
わ
る
も
の
及
び
そ
の
草
稿

仮
番
号

内
容
一

内
容
二

用
箋
の
種
類

仮
四
―
七

各
年
度
の
『
古
蹟

調
査
報
告
』
に
関

す
る
も
の

大
正
五
年
度
分
の
畧
報
告
及
び
報
告
の
事
務
割
表

（
※
仮
四
―
八
は
仮
四
―
七
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し

て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
八

仮
四
―
五
一

大
正
六
年
度
畧
報
告
の
紙
数
概
算
表

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
二
三

大
正
六
～
七
年
度
の
畧
報
告
の
掲
載
地
域
或
い
は
遺
跡
リ
ス
ト
か

（
※
仮
五
―
二
四
は
仮
五
―
二
三
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分

類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
二
四
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仮
番
号

内
容
一

内
容
二

用
箋
の
種
類

仮
二
―
三

『
大
正
五
年
度
古

蹟
調
査
報
告
』（
朝

鮮
総
督
府
、
大
正

六
年
刊
）
に
関
す

る
も
の
（
草
稿
他
） 「

平
安
南
道
江
東
郡
晩
達
面
古
墳
調
査
報
告
書
（
谷
井
嘱
託
提
出
）」
の
目
次
部
分

（
四
四
～
四
五
頁
）
の
草
稿
か

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
二
―
四

仮
二
―
五

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
二
―
六

仮
二
―
七

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
二
―
八

仮
二
―
九

※
上
記
目
次
を
作
成
す
る
際
の
発
掘
調
査
写
真
の
一
覧
か

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
二
―
一
〇

仮
二
―
一

「
平
安
南
道
江
東
郡
晩
達
面
古
墳
調
査
報
告
書
」（
八
六
一
―
八
八
三
頁
）
の
う
ち
、

「
復
命
書
」（
八
六
一
頁
）
の
草
稿
か

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
二
―
二

仮
一
―
一

「
平
安
南
道
江
東
郡
晩
達
面
古
墳
調
査
報
告
書
」（
八
六
一
―
八
八
三
頁
）
の
う
ち
、

「
一　

緒
言
」「
二　

晩
達
面
第
一
号
墳
」「
三　

晩
達
面
第
二
号
墳
」「
四　

晩
達

面
第
三
号
墳
」
に
か
け
て
の
本
文
（
八
六
五
―
八
六
八
頁
）
の
ペ
ン
書
き
草
稿
か

（
※
た
だ
し
、「
三　

晩
達
面
第
二
号
墳
」
に
つ
い
て
は
、
二
行
で
執
筆
が
停
止
し

て
お
り
、
下
記
の
よ
う
に
、「
四　

晩
達
面
第
三
号
墳
」
草
稿
の
あ
と
に
、
改
め
て

鉛
筆
書
き
草
稿
が
見
ら
れ
る
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
一
―
二

仮
一
―
三

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
一
―
四

仮
一
―
五

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
一
―
六

仮
一
―
七

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
一
―
八
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仮
番
号

内
容
一

内
容
二

用
箋
の
種
類

仮
一
―
九

同
右

同
右

（
※
仮
一
―
一
〇
は
仮
一
―
九
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類

し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
一
―
一
〇

仮
一
―
一
一

（
～
八
行
目
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
一
―
一
一

（
九
行
目
～
）

「
平
安
南
道
江
東
郡
晩
達
面
古
墳
調
査
報
告
書
」（
八
六
一
―
八
八
三
頁
）
の
う
ち
、

「
三　

晩
達
面
第
二
号
墳
」（
八
六
六
―
八
六
八
頁
）
の
鉛
筆
書
き
草
稿
か

仮
一
―
一
二

仮
一
―
一
五

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
一
―
一
六

仮
一
―
一
三

（
～
六
行
目
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
一
―
一
三

（
七
行
目
～
）

「
平
安
南
道
江
東
郡
晩
達
面
古
墳
調
査
報
告
書
」（
八
六
一
―
八
八
三
頁
）
の
う
ち
、

「（
五
）
結
語
」
の
本
文
（
八
六
八
頁
）
の
鉛
筆
書
き
草
稿
か

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
一
―
一
四

仮
四
―
三

『
古
蹟
調
査
特
別

報
告
』（
第
一
冊

～
第
六
冊
、
朝
鮮

総
督
府
、
大
正
八

年
～
昭
和
五
年

刊
）
に
関
す
る
も

の
（
草
稿
他
）

「
古
蹟
調
査
特
別
報
告
に
就
い
て
」
と
題
す
る
“
意
見
書
”
的
な
も
の
の
草
稿
か

（
T
八
・
二
・
一
八
記
）

＊
仮
四
―
三
の
右
肩
に
「
１
」、仮
四
―
四
九
の
右
肩
に
「
２
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

両
者
に
連
続
性
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
四

仮
四
―
四
九

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
五
〇

仮
四
―
四
五

『
古
蹟
調
査
特
別
報
告
』
の
執
筆
及
び
出
版
計
画
書
か

（
※
仮
四
―
四
六
は
仮
四
―
四
五
の
裏
面
で
、
文
字
情
報
は
な
い
が
、
便
宜
上
こ
こ

に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
四
六
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仮
番
号

内
容
一

内
容
二

用
箋
の
種
類

仮
三
―
一

同
右

『
古
蹟
調
査
特
別
報
告　

第
一
冊　

平
壌
附
近
に
於
け
る
楽
浪
時
代
の
墳
墓
』（
大

正
八
年
刊
）
の
出
版
計
画
書
か

朝
鮮
総
督
府
用
箋
C

仮
三
―
二

朝
鮮
総
督
府
用
箋
C

仮
四
―
一
一

『
古
蹟
調
査
特
別
報
告　

第
一
冊　

平
壌
附
近
に
於
け
る
楽
浪
時
代
の
墳
墓
』（
大

正
八
年
刊
）
の
目
次
草
稿
か

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
一
二

仮
三
―
三

『
古
蹟
調
査
特
別
報
告　

第
一
冊　

平
壌
附
近
に
於
け
る
楽
浪
時
代
の
墳
墓
』（
大

正
八
年
刊
）
の
正
誤
表
草
稿
か

原
稿
用
紙

仮
三
―
四

原
稿
用
紙

仮
三
―
五

原
稿
用
紙

仮
三
―
六

原
稿
用
紙

仮
四
―
二
一
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』

（
第
一
冊
～
第

十
五
冊
、
朝
鮮
総

督
府
、
大
正
四
年

～
昭
和
十
年
刊
）

に
関
す
る
も
の

当
該
書
の
「
出
版
年
度
割
」
そ
の
一

（
※
仮
四
―
二
二
は
仮
四
―
二
一
の
裏
面
で
、
文
字
情
報
は
な
い
が
、
便
宜
上
こ
こ

に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
二
二

仮
四
―
一
九

当
該
書
の
「
出
版
年
度
割
」
そ
の
二

上
記
の
「
そ
の
一
」
の
内
容
・
修
正
が
反
映
さ
れ
て
い
る
上
、
新
た
な
情
報
が
加

え
ら
れ
て
い
る

（
※
仮
四
―
二
〇
は
仮
四
―
一
九
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分

類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
二
〇

仮
四
―
五

当
該
書
の
執
筆
・
出
版
に
際
し
て
の
「
事
務
割
表
」

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
六
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仮
番
号

内
容

用
箋
の
種
類

仮
四
―
五
三

何
ら
か
の
出
版
物
の
図
版
作
成
の
分
担
表

（
※
仮
四
―
五
四
は
仮
四
―
五
三
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
五
四

仮
六
―
一

何
ら
か
の
出
版
物
の
図
版
一
覧
の
草
稿
及
び
図
版
の
レ
イ
ア
ウ
ト
見
本
か

（
※
仮
六
―
二
、六
―
四
、六
―
六
、六
―
八
、六
―
一
〇
、六
―
一
二
は
、
白
紙
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
仮

六
―
一
、六
―
三
、六
―
五
、六
―
七
、六
―
九
、六
―
一
一
の
裏
面
で
あ
る
た
め
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類

し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
B

仮
六
―
二

仮
六
―
三

朝
鮮
総
督
府
用
箋
B

仮
六
―
四

仮
六
―
五

朝
鮮
総
督
府
用
箋
B

仮
六
―
六

仮
六
―
七

朝
鮮
総
督
府
用
箋
B

仮
六
―
八

仮
六
―
九

朝
鮮
総
督
府
用
箋
B

仮
六
―
一
〇

仮
六
―
一
一

朝
鮮
総
督
府
用
箋
B

仮
六
―
一
二

仮
六
―
一
三

朝
鮮
総
督
府
用
箋
B

仮
六
―
一
四
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二
．
調
査
予
定
・
行
程
表

仮
番
号

内
容

用
箋
の
種
類

仮
四
―
四
七

大
正
六
年
度
前
期
の
現
地
調
査
分
担
表
か
（
小
場
・
小
川
・
野
守
分
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
四
八

大
正
六
年
度
後
期
の
現
地
調
査
分
担
表
か
（
小
場
・
小
川
・
野
守
分
）

仮
五
―
一

大
正
六
年
度
後
期
の
現
地
調
査
日
程
（
無
記
名
、
谷
井
分
か
）

（
※
仮
五
―
六
は
仮
五
―
五
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
二

仮
五
―
三

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
四

仮
五
―
五

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
六

仮
四
―
四
三

大
正
七
年
度
後
期
の
現
地
調
査
分
担
表
か
（
小
場
・
小
川
・
野
守
分
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
四
四

仮
四
―
一
三

大
正
七
年
度
後
期
の
調
査
日
程
（
報
告
）（
小
場
・
小
川
・
野
守
分
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
一
四

仮
五
―
七

大
正
八
年
度
前
期
の
現
地
調
査
行
程
表
か
（
谷
井
・
小
場
・
小
川
・
野
守
分
）

（
※
仮
五
―
一
〇
は
仮
五
―
九
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
八

仮
五
―
九

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
一
〇
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仮
五
―
一
一
「
大
正
八
年
度
後
期
古
蹟
調
査
予
想
地
方
」（
谷
井
・
小
川
・
野
守
分
）

（
※
仮
五
―
一
二
は
仮
五
―
一
一
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
一
二

仮
五
―
一
三
「
大
正
九
年
度
前
期
古
蹟
調
査
予
想
地
方
」（
谷
井
・
小
場
・
小
川
・
野
守
分
）

（
※
仮
五
―
一
四
は
仮
五
―
一
三
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
一
四

仮
五
―
一
七
「
大
正
九
年
度
後
期
古
蹟
調
査
予
想
地
方
」（
関
野
・
谷
井
・
小
川
・
野
守
分
）

（
※
仮
五
―
一
八
は
仮
五
―
一
七
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
一
八

仮
五
―
一
五
「
大
正
一
〇
年
度
前
期
古
蹟
調
査
（
特
別
）
予
想
地
方
」（
関
野
・
谷
井
・
小
場
・
小
川
・
野
守
分
）

（
※
仮
五
―
一
六
は
仮
五
―
一
五
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
一
六

仮
五
―
一
九

大
正
九
年
度
前
期
～
大
正
一
〇
年
度
前
期
分
の
調
査
地
域
に
つ
い
て

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
二
〇

仮
四
―
九

某
年
九
月
二
八
日
～
一
〇
月
四
日
ま
で
の
調
査
日
程

（
※
仮
四
―
一
〇
は
仮
四
―
九
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
一
〇

仮
四
―
一
五

某
年
五
月
七
日
～
七
月
一
五
日
ま
で
の
調
査
日
程

（
※
大
正
五
年
五
月
の
調
査
日
程
か
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
一
六
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三
．
刊
行
・
調
査
以
外
の
業
務
に
関
わ
る
も
の

仮
番
号

内
容

備
考

仮
四
―
三
九

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
博
物
館
へ
送
付
す
る
作
品
に
関
す
る
調
査
報
告
書
の
草
稿
か

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
四
〇

仮
四
―
三
五

仮
四
―
三
九
・
四
〇
報
告
書
の
続
き
及
び
英
語
版
か
（「23rd. III. 6.

」
の
記
述
あ
り
、
大
正
六
年
三
月

二
三
日
を
意
味
す
る
か
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
三
六

仮
四
―
四
一

室
内
配
置
図
か
（
机
椅
子
あ
る
い
は
展
示
ケ
ー
ス
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
二
三

人
員
表
か

（
※
仮
四
―
二
四
は
仮
四
―
二
三
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
二
四

仮
四
―
五
二

人
員
表
か

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
六
―
一
五

何
ら
か
の
発
掘
調
査
に
お
け
る
調
査
費
用
の
計
算
表

（
※
仮
六
―
一
六
は
仮
六
―
一
五
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
B

仮
六
―
一
六

仮
五
―
二
一

大
正
七
年
度
～
大
正
一
〇
年
度
に
お
け
る
各
年
度
の
図
版
作
成
計
画
及
び
作
成
者
リ
ス
ト

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
五
―
二
二
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四
．
個
人
資
料

仮
番
号

内
容

用
箋
の
種
類

仮
四
―
二
五

図
書
目
録

（
※
仮
四
―
三
〇
は
仮
四
―
二
九
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
二
六

仮
四
―
二
七

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
二
八

仮
四
―
二
九

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
三
〇

仮
四
―
三
一

作
業
リ
ス
ト
（
備
忘
録
）
か

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
三
二

仮
四
―
三
三

作
業
リ
ス
ト
（
時
間
割
表
）
か

（
※
仮
四
―
三
四
は
仮
四
―
三
三
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
三
四

仮
四
―
三
七

個
人
の
時
間
割
表
（
大
正
六
年
一
月
六
日
～
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
三
八
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五
．
詳
細
不
明

仮
番
号

内
容

用
箋
の
種
類

仮
一
―
一
七

白
紙

（
※
仮
一
―
一
七
は
仮
一
―
一
六
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
一
―
一
八

仮
四
―
一

遺
物
の
断
面
図
ス
ケ
ッ
チ

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
二

各
種
遺
物
の
名
称
及
び
点
数
に
関
す
る
記
載
あ
り

（
※
仮
四
―
二
は
仮
四
―
一
の
裏
面
）

仮
四
―
四
二
「
乗
馬
」
に
関
す
る
記
載
及
び
大
正
六
年
一
月
一
三
日
の
日
付
あ
り

（
※
仮
四
―
四
一
の
裏
面
で
あ
る
が
、
内
容
は
四
一
（
表
面
）
と
連
続
し
な
い
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
五
五
「
京
城
」、「
開
城
」
な
ど
の
門
に
つ
い
て
記
載
あ
り

（
※
仮
四
―
五
六
は
仮
四
―
五
五
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
A

仮
四
―
五
六

仮
六
―
一
七
「
大
袍
衣
仏
像
」
の
文
字
あ
り

（
※
仮
六
―
一
八
は
仮
六
―
一
七
の
裏
面
で
、
白
紙
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
）

朝
鮮
総
督
府
用
箋
B

仮
六
―
一
八
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仮
四
―
一
七
（
九
枚
目
・
表
）

一
、
調
査
報
告
書
の
刊
行
に
関
わ
る
も
の

①
刊
行
業
務
全
体
に
関
わ
る
も
の
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仮
四
―
一
八
（
九
枚
目
・
裏
）



東洋文化研究 23 号　　94

仮
四
―
七
（
四
枚
目
・
表
）

②
特
定
の
刊
行
物
に
関
わ
る
も
の
及
び
そ
の
草
稿

各
年
度
の
『
古
墳
調
査
畧
報
告
』
に
関
す
る
も
の
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仮
四
―
八
（
四
枚
目
・
裏
）
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仮
四
―
五
一
（
二
六
枚
目
・
表
）
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仮
五
―
二
三
（
一
二
枚
目
・
表
）
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仮
五
―
二
四
（
一
二
枚
目
・
裏
）
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仮
二
―
三
（
二
枚
目
・
表
）

『
大
正
五
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
に
関
す
る
も
の
（
草
稿
他
）
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仮
二
―
四
（
二
枚
目
・
裏
）
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仮
二
―
五
（
三
枚
目
・
表
）
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仮
二
―
六
（
三
枚
目
・
裏
）
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仮
二
―
七
（
四
枚
目
・
表
）
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仮
二
―
八
（
四
枚
目
・
裏
）
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仮
二
―
九
（
五
枚
目
・
表
）
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仮
二
―
一
〇
（
五
枚
目
・
裏
）
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仮
二
―
一
（
一
枚
目
・
表
）
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仮
二
―
二
（
一
枚
目
・
裏
）
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仮
一
―
一
（
一
枚
目
・
表
）
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仮
一
―
二
（
一
枚
目
・
裏
）
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仮
一
―
三
（
二
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　112

仮
一
―
四
（
二
枚
目
・
裏
）



113　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
一
―
五
（
三
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　114

仮
一
―
六
（
三
枚
目
・
裏
）



115　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
一
―
七
（
四
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　116

仮
一
―
八
（
四
枚
目
・
裏
）



117　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
一
―
九
（
五
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　118

仮
一
―
一
〇
（
五
枚
目
・
裏
）



119　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
一
―
一
一
（
六
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　120

仮
一
―
一
二
（
六
枚
目
・
裏
）



121　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
一
―
一
五
（
八
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　122

仮
一
―
一
六
（
八
枚
目
・
裏
）



123　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
一
―
一
三
（
七
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　124

仮
一
―
一
四
（
七
枚
目
・
裏
）



125　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
三
（
二
枚
目
・
表
）

『
古
蹟
調
査
特
別
報
告
』
に
関
す
る
も
の
（
草
稿
他
）



東洋文化研究 23 号　　126

仮
四
―
四
（
二
枚
目
・
裏
）



127　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
四
九
（
二
五
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　128

仮
四
―
五
〇
（
二
五
枚
目
・
裏
）



129　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
四
五
（
二
三
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　130

仮
四
―
四
六
（
二
三
枚
目
・
裏
）



131　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
三
―
一
（
一
枚
目
・
表　

※
裏
な
し
）



東洋文化研究 23 号　　132

仮
三
―
二
（
二
枚
目
・
表　

※
裏
な
し
）



133　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
一
一
（
六
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　134

仮
四
―
一
二
（
六
枚
目
・
裏
）



135　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
三
―
三
（
三
枚
目
・
表　

※
裏
な
し
）



東洋文化研究 23 号　　136

仮
三
―
四
（
四
枚
目
・
表　

※
裏
な
し
）

　
　



137　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
三
―
五
（
五
枚
目
・
表　

※
裏
な
し
）



東洋文化研究 23 号　　138

仮
三
―
六
（
六
枚
目
・
表　

※
裏
な
し
）



139　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
二
一
（
一
一
枚
目
・
表
）

『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
に
関
す
る
も
の



東洋文化研究 23 号　　140

仮
四
―
二
二
（
一
一
枚
目
・
裏
）



141　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
一
九
（
一
〇
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　142

仮
四
―
二
〇
（
一
〇
枚
目
・
裏
）



143　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
五
（
三
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　144

仮
四
―
六
（
三
枚
目
・
裏
）



145　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
五
三
（
二
七
枚
目
・
表
）

何
ら
か
の
出
版
物
に
関
わ
る
も
の



東洋文化研究 23 号　　146

仮
四
―
五
四
（
二
七
枚
目
・
裏
）



147　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
六
―
一
（
一
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　148

仮
六
―
二
（
一
枚
目
・
裏
）



149　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
六
―
三
（
二
枚
目
・
表
）

　



東洋文化研究 23 号　　150

仮
六
―
四
（
二
枚
目
・
裏
）



151　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
六
―
五
（
三
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　152

仮
六
―
六
（
三
枚
目
・
裏
）



153　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
六
―
七
（
四
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　154

仮
六
―
八
（
四
枚
目
・
裏
）



155　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
六
―
九
（
五
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　156

仮
六
―
一
〇
（
五
枚
目
・
裏
）



157　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
六
―
一
一
（
六
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　158

仮
六
―
一
二
（
六
枚
目
・
裏
）



159　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
六
―
一
三
（
七
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　160

仮
六
―
一
四
（
七
枚
目
・
裏
）



161　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
四
七
（
二
四
枚
目
・
表
）

二
、
調
査
予
定
・
行
程
表

　
　
　



東洋文化研究 23 号　　162

仮
四
―
四
八
（
二
四
枚
目
・
裏
）



163　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
一
（
一
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　164

仮
五
―
二
（
一
枚
目
・
裏
）



165　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
三
（
二
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　166

仮
五
―
四
（
二
枚
目
・
裏
）



167　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
五
（
三
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　168

仮
五
―
六
（
三
枚
目
・
裏
）



169　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
四
三
（
二
二
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　170

仮
四
―
四
四
（
二
二
枚
目
・
裏
）



171　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
一
三
（
七
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　172

仮
四
―
一
四
（
七
枚
目
・
裏
）



173　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
七
（
四
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　174

仮
五
―
八
（
四
枚
目
・
裏
）



175　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
九
（
五
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　176

仮
五
―
一
〇
（
五
枚
目
・
裏
）



177　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
一
一
（
六
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　178

仮
五
―
一
二
（
六
枚
目
・
裏
）



179　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
一
三
（
七
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　180

仮
五
―
一
四
（
七
枚
目
・
裏
）



181　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
一
七
（
九
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　182

仮
五
―
一
八
（
九
枚
目
・
裏
）



183　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
一
五
（
八
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　184

仮
五
―
一
六
（
八
枚
目
・
裏
）



185　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
一
九
（
一
〇
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　186

仮
五
―
二
〇
（
一
〇
枚
目
・
裏
）



187　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
九
（
五
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　188

仮
四
―
一
〇
（
五
枚
目
・
裏
）



189　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
一
五
（
八
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　190

仮
四
―
一
六
（
八
枚
目
・
裏
）



191　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
三
九
（
二
〇
枚
目
・
表
）

三
、
刊
行
・
調
査
以
外
の
業
務
に
関
わ
る
も
の

　
　
　



東洋文化研究 23 号　　192

仮
四
―
四
〇
（
二
〇
枚
目
・
裏
）



193　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
三
五
（
一
八
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　194

仮
四
―
三
六
（
一
八
枚
目
・
裏
）



195　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
四
一
（
二
一
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　196

仮
四
―
二
三
（
一
二
枚
目
・
表
）



197　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
二
四
（
一
二
枚
目
・
裏
）



東洋文化研究 23 号　　198

仮
四
―
五
二
（
二
六
枚
目
・
裏
）



199　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
六
―
一
五
（
八
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　200

仮
六
―
一
六
（
八
枚
目
・
裏
）



201　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
五
―
二
一
（
一
一
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　202

仮
五
―
二
二
（
一
一
枚
目
・
裏
）



203　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
二
五
（
一
三
枚
目
・
表
）

四
、
個
人
資
料

　
　
　



東洋文化研究 23 号　　204

仮
四
―
二
六
（
一
三
枚
目
・
裏
）



205　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
二
七
（
一
四
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　206

仮
四
―
二
八
（
一
四
枚
目
・
裏
）



207　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
二
九
（
一
五
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　208

仮
四
―
三
〇
（
一
五
枚
目
・
裏
）



209　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
三
一
（
一
六
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　210

仮
四
―
三
二
（
一
六
枚
目
・
裏
）



211　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
三
三
（
一
七
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　212

仮
四
―
三
四
（
一
七
枚
目
・
裏
）



213　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
三
七
（
一
九
枚
目
・
表
）



東洋文化研究 23 号　　214

仮
四
―
三
八
（
一
九
枚
目
・
裏
）



215　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
一
―
一
七
（
九
枚
目
・
表
）

五
、
詳
細
不
明

　
　
　



東洋文化研究 23 号　　216

仮
一
―
一
八
（
九
枚
目
・
裏
）



217　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
一
（
一
枚
目
・
表
）　　
　



東洋文化研究 23 号　　218

仮
四
―
二
（
一
枚
目
・
裏
）



219　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
四
二
（
二
一
枚
目
・
裏
）



東洋文化研究 23 号　　220

仮
四
―
五
五
（
二
八
枚
目
・
表
）



221　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
四
―
五
六
（
二
八
枚
目
・
裏
）



東洋文化研究 23 号　　222

仮
六
―
一
七
（
九
枚
目
・
表
）



223　　新収「谷井済一関係資料」の概要とその紹介　　植田・鈴木

仮
六
―
一
八
（
九
枚
目
・
裏
）




